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【研究活動の要約】 

１．本研究では（１）京都の都市性における郊外の役割、（２）京都の都市性における自然の役割、と

いう２つの観点について、府立植物園、府立総合資料館関係者と協働して研究を行った。 
２．この研究の中間報告として、平成22年12月18日には金澤哲文学部教授が中心となって、3機関連

携公開シンポジウム「自然文化都市 京都—自然・人・歴史」を開催した（於：京都府立総合資料館）。

当日は府民約190名の参加を得て盛会であった。 
３．本研究の成果をまとめた研究成果報告書を発行し、京都府内の主要な公共図書館と近隣の主要研究

機関に送付した。 

【研究活動の成果】 

 本共同研究の成果は公開シンポジウムと研究成果報告書によって公表した。 
 報告書は2部構成となっており、第1部は以下の2観点が中心である。 
（1）植物園が下鴨・北山地域の発展と京都の近代化に果たした役割を解明することと、岡崎地域が平

安京以来、近代に至るまで京都中心部とどのように関わってきたかを解明することによって、京都にお

ける郊外の歴史的・景観的意義を明らかにする。（2）京都の都市性における自然の役割を明らかにする。

盆地周辺の植生の変化が都市景観におよぼした変化を解明する論考、また京都と比較するために、ニュ

ーヨークのセントラルパークと植物園の役割を考察する論考を収める。 
 報告書第２部では本共同研究のもう一つの柱として、外からのまなざしによる京都観と、日本映画に

おける京都の表象に注目した。(1)明治時代の欧米からの旅行者による京都観に通底する要素、(2)欧米

人が京都に向けたまなざしに潜在するノスタルジアの要素、(2)1930 年代から 50 年代の日本映画に頻

繁に使用された京都イメージを抽出する。いずれも、京都における都市景観と自然景観との調和がどの

ように評価されたか、また京都を東京と対比させる視点は京都をどのように位置づけてきたかを共通の

観点とする分析であり、京都の独自性を明らかにする。 

【研究成果の還元】 

［シンポジウム］京都府立大学・京都府立植物園・京都府立総合資料館連携公開シンポジウム 

 H22/12/18 京都市左京区 京都府立総合資料館 府民参加者約 190 名 

［報告書］「明治時代以降の京都イメージにおける都市と自然の調和に関する学際的研究—平成 22 年度

京都府立大学地域貢献型特別研究成果報告書」京都府立大学図書館・総合資料館・京都府内の主要公共

図書館で閲覧可能                     

【お問い合わせ先】 文学部 野口研究室 職名：教授 野口祐子 
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